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５月20日(水)
午前11時頃

　全国瞬時警報システム(Ｊアラート)は、地震や津波、武力攻撃などの緊
急情報を人工衛星を用いて国が自治体に送信し、防災行政無線を自動起動
させ放送するシステムです。
　今回の訓練は、国民保護情報の伝達を目的とした訓練です。緊急情報を
市民のみなさんに伝達する体制を万全にするため、全国瞬時警報システム
と市内に設置している防災行政無線を連動し放送することで、正常に作動
しているかを確認するものです。

【放送内容】
～チャイム～「これはＪアラートのテストです」×３回
「こちらは防災貝塚市です」
～チャイム～

全国瞬時警報システムによる
全国一斉情報伝達訓練を行います

問合せ先　危機管理課☎072－433－7392
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　これから雨の多い季節を迎えます。集
中豪雨など大雨による河川氾濫、洪水な
どの水害が発生しやすい時期です。
　市では、災害発生の危険が高まった場
合、避難情報などを発信し、ご自身や家
族の身を守るための行動を呼びかけます。
　「百年に一度は明日かも知れない」と
いう気持ちで、確実に避難行動が取れる
よう備えましょう。

問合せ先　危機管理課☎072－433－7392
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■
そ
の
他
の
情
報

【
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
】http://www.jma.

go.jp/ 

【
国
土
交
通
省
防

災
情
報
提
供
セ
ン

タ
ー
携
帯
電
話
サ

イ
ト
】

http://www.mlit.go.jp/saig
ai/bosaijoho/i-index.html

問
合
せ
先
　
危
機
管
理
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
３
９
２

　

防
犯
対
策
メ
ー
ル
に

　

登
録
し
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
を
犯
罪
な
ど
の
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
い
つ
・

ど
こ
で
・
ど
ん
な
こ
と
が
起
き

て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
登
録
者
が
同
じ
情
報
を

い
ち
早
く
共
有
し
、
子
ど
も
の

安
全
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
こ
・
あ
・
ら
メ
ー
ル

　
市
内
で
発
生
し

た
、
子
ど
も
に
危

害
が
お
よ
ぶ
お
そ

れ
の
あ
る
状
況
や

事
件
情
報
な
ど
を
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー

ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録

は
無
料(

通
信
料
は
自
己
負
担)

携
帯
電
話
で
の
登
録
方
法

koara@emp-sa.smart-lgov.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と

メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
る
の
で
、

案
内
に
沿
っ
て
登
録
　

パ
ソ
コ
ン
で
の
登
録
方
法

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
-
s
a
.
s
m
a
r
t
-

gov.jp/user/manage/kaizuka

に
接
続
し
案
内
に
沿
っ
て
登
録

※
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
、
拒
否

設
定
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
あ

ら
か
じ
め
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信

にcity.kaizuka.lg.jp

を
追

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
安(

あ
ん)

ま
ち
メ
ー
ル

　
警
察
で
は
、
府
内
で
発
生
し

た
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪
発

５月病５月病
　５月頃にいつもと違いなんだか
体がだるい、しんどいといった症
状がでてくることがあります。
　入学、就職など新たな環境で常
に気が張っているために疲れてい
るのではないでしょうか。
　１年目は覚えて慣れて、新しく
覚えていくことの繰り返しです。
目安として１カ月目、３カ月目、
６カ月目などに注意したほうがよ
いでしょう。
　最近では研修があり、そこから
本格的に仕事に入ることもありま
すので６月頃に症状が出るかもし
れません。今は異動の時期もさま
ざまで、転職もありますね。

　緊張が続いて疲れに気づかない
のかもしれません。時々息を抜い
て深呼吸、疲れていないか自分で
チェックしてみましょう。疲れて
ると思ったら、まずは基本の休息
をとりましょう。
　身近に相談できると良いかもし
れません。話をするだけでも気持
ちが落ち着いてくることもありま
すし、見方が変われば楽になるこ
ともあるでしょう。
　疲れているのに眠れない、食欲
がない、やる気が出てこない、す
ぐに疲れてしまうなど今までと違
う症状が１週間以上続くようなら
うつ状態も考えられますので、病
院へ相談してみましょう。

問合せ先　貝塚市医師会
　　　　　☎072－423－4130
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(43) 肝細胞がんの治療最前線

　貝塚病院では消化器・肝臓センターを併設し日常診療の中で、肝

細胞がん(いわゆる肝臓がん)の治療に積極的に取組んでいます。肝

細胞がんはＢ型・Ｃ型肝炎、肝硬変や脂肪肝から発生することが知

られており、これらの治療をいかに早期から開始するかが肝細胞が

んの発生を抑制するのに肝要です。当院では最新の抗ウィルス薬治

療から脂肪肝の治療まで幅広く対応し、肝細胞がんの予防に努めて

います。

　残念ながら肝細胞がんが発生してしまった場合でも、当院では、

通常の肝切除術から低侵襲外科手術センターでの腹腔鏡下肝切除、

消化器内科でのラジオ波焼灼術、放射線科での肝動脈塞栓術(カ

テーテル治療)、最新の分子標的治療薬に至るほぼすべての治療を

行っています。

　また、これらの治療を患者さんの年齢、病状、肝機能に応じて適

切に行っていくと同時に、肝細胞がんの発生を予防する治療も並行

して実施しています。患者さん一人ひとりのニーズにあった最新か

つ質の高い肝細胞がん治療を行い、泉州地域のみなさんが安心して

一貫した良質の肝細胞がん治療を受けることができるよう診療科や

職種を超えたチーム医療体制を整えています。

　肝臓のことはもちろん、すい臓、胆道、胃、大腸など消化器疾患

でお困りのことがありましたら、当院へ気軽にご相談ください。

外科主任部長・低侵襲外科手術センター長　金鏞国

問合せ先　貝塚病院☎072－422－5865

犬やネコなどペットのフンのあと始末は、飼い主が責任を持って行いましょう！


